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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーキット・ブレーカのための保護デバイスであって、
　この保護デバイスは、電気的量の測定値、その保護機能に典型的なパラメータの設定値
、または、電気的システム、サーキット・ブレーカまたはその保護デバイス自身に対応す
る診断情報、に対応する情報を、専用のコンピュータライズド・デバイスとの間で、局地
的に通信するための無線通信システムを備え、
　前記情報の通信は、別個のまたは多重の、複数のセッションを有し、
　前記保護デバイスは、前記セッションの間にプログラム可能な複数の保護デバイスの一
部であり、
　前記保護デバイスには、前記セッションの間に個別に選択される複数の特定のパラメー
タを割り当てることが可能であり、
　前記複数のセッションは、
　通信のためのスレーブ・ポートの存在を調査するセッションと、
　複数の保護デバイスと単一の専用のコンピュータライズド・デバイスの間の初期の通信
セッションが確立される、更なるセッションと、
　単一の保護デバイスへのアクティブな通信を、毎回、規定するための選択が行われる、
更なるセッションと、
　前記複数の保護デバイスのプログラミングが行われる、一つまたはそれ以上の更なるセ
ッションと、
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　を有していることを特徴とする保護デバイス。
【請求項２】
　下記特徴を備えた請求項１に記載の保護デバイス：
　前記専用のコンピュータライズド・デバイスは、ＰＣ、ＰＤＡまたは携帯電話である。
【請求項３】
　下記特徴を備えた請求項１に記載の保護デバイス：
　前記無線通信システムは、保護デバイス自身の構成部分である。
【請求項４】
　下記特徴を備えた請求項１に記載の保護デバイス：
　前記無線通信システムは、前記保護デバイスの付属モジュールである。
【請求項５】
　下記特徴を備えた請求項４に記載の保護デバイス：
　前記付属モジュールは、前記サーキット・ブレーカ自身の内部にある。
【請求項６】
　下記特徴を備えた請求項４に記載の保護デバイス：
　前記付属モジュールは、前記サーキット・ブレーカ自身の外部にある。
【請求項７】
　下記特徴を備えた請求項１に記載の保護デバイス：
　前記無線通信システムは、いずれかの携帯式の専用のコンピュータライズド・デバイス
が通信領域に接近することにより、自動的に起動され、
　前記コンピュータライズド・デバイスは、前記保護デバイス自身に接続可能な状態にな
る。
【請求項８】
　下記特徴を備えた請求項１に記載の保護デバイス：
　前記無線通信システムは、専用のコンピュータライズド・デバイスの存在を連続的また
は周期的に確認するデバイスを用いることなく、前記モジュールの適切なポイントに設け
られたプッシュボタンにより起動される。
【請求項９】
　下記特徴を備えた請求項１に記載の保護デバイス：
　前記無線通信システムと前記専用のコンピュータライズド・デバイスとの間の前記通信
は、階層型イネーブル・プロトコルに従って行われる。
【請求項１０】
　下記特徴を備えた請求項１に記載の保護デバイス：
　当該保護デバイスは、電気的システムに対応する測定値及びその保護機能のパラメータ
を、それらを表示するための専用のデバイスへ伝送し、
　これらのデバイスは、当該保護デバイス自身の近傍に局地的に設けられる。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか１項に記載の保護デバイスを有する、サーキット・ブレー
カ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気的システムにおける、単極または多極サーキット・ブレーカの電子的保
護デバイスのための、プログラミング及び無線ダイアログ（dialogue）のためのデバイス
及び方法に係る。
【背景技術】
【０００２】
　負荷または電気的ネットワークの保護のための自動的サーキット・ブレーカ（以下にお
いて、短くサーキット・ブレーカと呼ぶ）は、通常、メインコンタクトをつなげまたは切
り離すためのデバイス、その中を流れる電流を検出するためのデバイス、保護デバイス、
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及び自動的なトリップのためのデバイスを有していることが知られている。
【０００３】
　保護デバイス（以下において、短くリレーと呼ぶ）は、通常、熱的、磁気的、または熱
磁気的タイプ、またはその他の電子的タイプのものなどがある。本発明は、電子的タイプ
のリレーと共に使用するものに専ら関係している、
　前記の電子的タイプのリレーは、様々な保護及び警報の機能を提供することが可能であ
り、そして、前記機能の組み合わせは、モデルにより、数及び複雑さに関して様々である
。特に、電子的リレーの保護及び警報の機能は、それら自身の技術的限界の範囲内で、保
護対象の負荷に対するサーキット・ブレーカの全体的な挙動、及びその電気的システムの
特徴に適合させるため、並びに、警報を様々な方法で利用可能にするため、様々にプログ
ラムされることが可能である。電子的リレーの機能の前記プログラミングは、同一のリレ
ーに動作可能に接続されたローカル・プログラミング・インタフェースを介して、実行さ
れる。
【０００４】
　従来技術の中には、電子的リレーのプログラミングのための手段が存在し、それらは様
々なタイプのインタフェースを使用している。従来のタイプのインタフェースには、例え
ば、ディップ・スイッチ、ノブ、ロータリー・スイッチなどがあり、更に、その他のより
進歩したタイプのインタフェース使用するものには、例えば、キーボード、及び文字数字
式ディスプレイまたはグラフィック・ディスプレイなどがあり、更には、プログラミング
および／またはダイアログのための、有線または無線タイプの、特別に準備された通信イ
ンタフェースを使用するリモート手段などもある。
【０００５】
　そのような無線通信インタフェース（典型的には、赤外線または無線技術を使用してい
る）は、ローカル・インタフェースとリモート・インタフェースに分けることができる。
従来技術の中に存在するプログラミング・システムは、データ伝送の機能とともに、反対
方向への通信の機能（例えば、保護デバイスから識別データまたは診断データを得るため
）を、最終的に提供することができる。この付加的機能を備えた手段は、一般的に、ダイ
アログ・システムと呼ばれている。
【０００６】
　サーキット・ブレーカのリレーとリモート・プログラミング手段の間の通信は、典型的
には、正確なセッションの中で行われ、それらのセッションは、制限された時間インター
バルによって規定され、その時間インターバルの中で、予め設定された情報が、デジタル
形式で伝送されおよび／または受け取られる。
【０００７】
　リモート・プログラミングのための備えがないソリューションまたは有線の通信ネット
ワークに基づくソリューションの、明らかな限界を無視しても、注意すべきことは、実際
に実験され且つ採用されている無線ソリューションに中には、以下において検証される数
多くの限界のために、完全に満足できるものと認められているものがないことである。
【０００８】
　赤外線インタフェースに基づく無線通信の第一の限界は、この技術に特有な技術的限界
と一致する。この技術は、実際、邪魔者がない経路に沿って、そして何にもまして、予め
セットセットされ且つ直線の経路に沿って、伝送および／または受信の設定を可能にする
。このため、プログラムされる保護デバイスまたは通信する相手に対応するローカル・イ
ンタフェースのリモート・インタフェースによる正確なポインティングが要求され、そし
て、前記ポインティングのステップは、明らかに、接続セッションの完了まで、維持され
ていなければならない。
【０００９】
　それ加えて、赤外線システムは、対応する信号の範囲が明確に制限されるために、技術
的限界があり、このことは、オペレータが対応する保護デバイスから極めて近い距離（典
型的には２メータ以内）に近付かなければならないという結果を招く。
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【００１０】
　もう一つの限界は、既知の無線ソリューションの全てにより一般的に関係しているもの
であって、たった一つのサーキット・ブレーカのリレーとの間で独占的な接続セッション
（これが、プログラミングのためであろうとまたはダイアログのためであろうと）を確立
するための備えにある。そのため、一つの同一のシステムの中に存在する複数のリレーに
対してプログラムまたはダイアログを行うことが望ましいとき、それを別個の連続するセ
ッションの中で実施する必要がある。
【００１１】
　特に、技術の現在の状況において、単一のオペレーションの中で、複数の保護デバイス
との間の複数のセッションの設定が可能なプログラミングまたはダイアログ・システムを
入手することは、可能ではない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　以上の考察に基づいて、本発明の第一のタスクは、サーキット・ブレーカの電子的リレ
ーのための、プログラミング及び無線ダイアログのための、デバイス及び方法であって、
以上で述べた欠点を克服することを可能にし、プログラミング及びダイアログのシステム
の機能性及び全体的な能力を大幅に改善するデバイス及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　このタスクのフレームワークの中で、本発明の主要な目的は、プログラミング及びダイ
アログのための完全に無線の（即ち、データのデジタル伝送のための配線が存在せず、一
つのサーキット・ブレーカと他のサーキット・ブレーカとの間にさえも存在しない）、デ
バイス及び方法を提供することにあり、このデバイス及び方法は、単一のまたは複数のセ
ッションの中で、一つまたはそれ以上の保護ユニットから情報を受取るためまたは保護ユ
ニットへ情報を伝送するための双方に適した、携帯式のリモート・インタフェースの使用
に基づくものである。
【００１４】
　本発明の他の目的は、リモート無線通信インタフェースを使用する、以上で説明したデ
バイス及び方法を得ることにあり、そのリモート無線通信インタフェースは、必ずしも専
用のものである必要がなく、例えば、ＰＣ、ＰＤＡまたは商業的に入手可能なタイプの携
帯電話などであって、適切な無線通信システム（例えば、ブルートゥース（登録商標）、
ＷｉＦｉ、またはＺｉｇｂｅｅタイプ）、及び特殊なソフトウエアなど）を備えているも
のである。
【００１５】
　本発明の更なる目的は、あらゆるタイプの既存の電子的リレーを使用する、以上で説明
したデバイス及び方法を得ることにあり、その電子的リレーは、それにローカル・通信イ
ンタフェースを適合させるために都合良く使用されるリモート接続（例えばシリアル・ポ
ートを介して）のために、予めアレンジされているものである。
【００１６】
　本発明の更に他の目的は、低電圧サーキット・ブレーカのための電子的保護デバイスを
提供することにあり、この電子的保護デバイスは、既知のタイプのソリューションと比較
すると、情報の伝送を可能にし、且つ、互換性のあるリモート無線ユニットとの間の通信
を介して、シンプル且つ技術的に正確なやり方で、設定されることが可能なものである。
【００１７】
　この特別な特徴は、組み込まれている様々なリレーの全ての能力の最適な利用を、たと
えそれらが互いに異なっていたとしても、単一のプログラミング・インタフェースを用い
て、可能にする。この単一のプログラミング・インタフェースは、同時に、シンプルで、
完全で且つ信頼性が高く、介入する必要がなく、しかも、通常各リレーに関係するローカ
ル・プログラミング・インタフェースの特性を特別に知る必要も無いものである。
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【００１８】
　本発明の更なる目的は、サーキット・ブレーカのための電子的リレーのための、プログ
ラミング及び無線ダイアログのためのデバイス及び方法を提供することにあり、このデバ
イス及び方法は、与えられた領域の中に存在し得る適切な保護ユニットを備えた全ての自
動的サーキット・ブレーカを、系統的に検出及びマッピングしまたは評価することを可能
にする。前記領域は、典型的には１０メートルの範囲であるが、好都合にも、様々な状態
で組み込まれた（例えば、電気的なスイッチボードの中に、または電気的なキャビネット
の中に）、サーキット・ブレーカのセットの全てを含むことが可能である。
【００１９】
　本発明の更なる目的は、サーキット・ブレーカのための保護デバイスのための、無線ダ
イアログ及びプログラミング方法を提供することにあり、このデバイス及び方法は、情報
の更なる記録が検知されたサーキット・ブレーカの、保護デバイスからの受信を可能にす
るものである。上記の情報は、例えば、リレーのタイプに関するデータ、サーキット・ブ
レーカのタイプ及び負荷のタイプ、及びそれらの現在の設定、及び、サーキット・ブレー
カの保護デバイス自体及びそれに関係する負荷の状態に対応する、他の現在の重要なデー
タまたは統計データなどであり、吸収レベル及び診断機能を含んでいる。
【００２０】
　前記情報は、サーキット・ブレーカの様々なリレーから来るものであって、その後、電
気的システムの管理に典型的な、計算、修正アクション、加工、及びことによると再プロ
グラミングなどの数多くの後続のオペレーションのために使用することが可能である。
【００２１】
　本発明更に他の目的は、サーキット・ブレーカのリレーのための通信の方法を提供する
ことにあり、この方法は、データが検知されたサーキット・ブレーカの、保護デバイスへ
の伝送を可能にするものであり、そのデータは、それらのパラメータのプログラミングを
実行するために有用でありうる。
【００２２】
　前記伝送は、個別の選択されたサーキット・ブレーカのリレーへの別個のセッションの
中、及び複数のセッションの中の両方で、行われることが可能であり、それは、各保護デ
バイスに、個別に選択された特定のパラメータを割り当てる可能性を有した状態で、複数
の選択されたリレーがプログラムされるように行われる。
【００２３】
　本発明の他の目的は、アクセスの複数のレベルを管理する可能性をもたらすデバイスを
提供することにあり、このデバイスは、異なるオペレータが、彼等の権限のレベルに従っ
て、システムの中で操作することを可能にするものである。
【００２４】
　上記のタスク及び上記の目的、並びに、以下の記載からより明確になるその他の事項は
、添付されたクレイム１に規定された保護デバイスによって実現される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　更なる特徴及び優位性は、本発明に基づく、プログラミング及びダイアログのためのデ
バイス及び方法の、好ましいが非限定的な実施形態の説明からより明確になるであろう。
これらの例は、指示的な非限定的な例として、添付図面の助けにより示されている。
【００２６】
　これらの各図を参照すると、サーキット・ブレーカ１００のための、そして特に低電圧
自動サーキット・ブレーカのための、保護デバイス１は、無線通信システム２を有してい
る。前記無線通信システムまたはモジュール２は、電気的量の測定値及び保護機能に典型
的なパラメータの設定値に対応する情報、あるいはその電気的システム、サーキット・ブ
レーカあるいは当該保護デバイス自身に対応する診断情報を、局地的に（locally）専用
のコンピュータライズド・デバイス３に伝送するようにデザインされている。
【００２７】
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　図１の実施形態の中で、専用のコンピュータライズド・デバイス（３）は、携帯式のデ
バイスであって、それは、例えば、ＰＣ、ＰＤＡまたは携帯電話などのスタンダードタイ
プのものであっても良い。この専用のコンピュータライズド・デバイス（３）は、モジュ
ール２を介して保護デバイス１との接続を設定するように、都合の良い距離に設けられる
。
【００２８】
　図２に示されている本発明に基づくデバイスの第一の実施形態によれば、無線通信モジ
ュール２は、当該保護デバイス１の構成部分である。ここで、“構成部分”と言う用語は
、そのモジュール２が保護デバイス１の電子的回路の一部を構成するケース、及び、無線
通信システム２が、スタンド・アローンのモジュール上に作られてはいるが、恒久的にメ
インの電子的回路に接続されているケースの両方を意味している。
【００２９】
　図３を参照すると、そこに示されているのは、前の例に対して代替的な本発明に基づく
保護デバイス１の実施形態である。この実施形態によれば、無線通信システム２は、保護
デバイス１の付属品であり、前記保護デバイス１に対して独立したモジュール上に作られ
ている。前記モジュールは、後日、その目的のために既に準備され且つサーキット・ブレ
ーカの中に物理的に組み込まれた適切な接続を介して、デバイス１に接続されることが可
能である。
【００３０】
　この実施形態によれば、リレーのローカル無線・インタフェースは、典型的に、例えば
以下の物を有している：
　リレーの中に挿入された電子的カード、リレーは、この電子的カードから電力が供給さ
れ、この電子的カードを用いてデータを交換する；
　リレーの外側に設けられた警報ＬＥＤ、これらのＬＥＤは、進行中の異なる量またはア
クティビティ（電力、進行中のシリアル受信、進行中のシリアル伝送、進行中のブルート
ゥース（登録商標）・セッション）を表示する；及び
　ブルートゥース（登録商標）・デジタル無線トランシーバ・システム及びアンテナ、こ
れらは外側からは見えない。
【００３１】
　本発明に基づく保護デバイス１の更なる代替的な実施形態が、図３に示されている。こ
の更なるソリューションの特徴は、無線通信システム２がサーキット・ブレーカの外側に
配置された保護デバイスの付属品であることである。通信モジュール２は、保護デバイス
１に、サービス通信ポート４を介して、いつでも接続されることが可能である。このサー
ビス通信ポート４は、デバイス１の前に設けられ、従って、サーキット・ブレーカの中に
は物理的に組み込まれていない。このケースでは、モジュール２は、好ましくもそれ自身
の電力供給システム（例えばバッテリーにより構成される）を備えているが、必ずしもそ
うである必要はない。このケースでは、モジュール２は、通信セッションの期間の間だけ
接続されるが、必ずしもそうである必要はない。
【００３２】
　その代わりに、恒久的接続のケースにおいては、消費を抑制しそしてバッテリーの寿命
を増大させる目的のために、通信は、モジュール２自身上の都合の良い位置に設けられた
プッシュボタンにより、起動されることが可能であり、それは、リモート・ホスト通信・
インタフェースの存在を連続的または周期的に確認するデバイス（専用のデバイス、ＰＣ
、ＰＤＡ、または携帯電話、その他）を使用することなく行われる。
【００３３】
　次のことを強調することが重要である：この実施形態は、少なくとも一つの一般的なデ
ジタル通信ポート（例えば、シリアル・ポート、パラレル・ポート、ＵＳＢ、その他など
）を備えた、自動的サーキット・ブレーカのための電子的保護ユニットを、本発明の方法
との間で互換性のある状態にすることを可能にする。
【００３４】
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　図５を参照すると、そこには、本発明に基づく保護デバイス１の使用の形態が示されて
いる。このソリューションによれば、デバイス１のセットは、携帯式のデバイス３に同時
に接続されることが可能である。その結果として、デバイス３は、ユーザーが通信セッシ
ョンを開きたいと望む相手の、個別の優先的なデバイス１の識別及び後続する選択が容易
であるようにしなければならない。
【００３５】
　この無線通信システムは、モジュール２の通信領域の中への携帯式の専用のコンピュー
タライズド・デバイス３の接近により自動的に起動されることが可能であり、前記コンピ
ュータライズド・デバイスは、保護デバイス自身への接続が可能になる。それに代わって
、この無線通信システムは、モジュール２の適切なポイントに設けられたプッシュボタン
により、専用のコンピュータライズド・デバイス３の存在を連続的または周期的に確認す
るデバイス無しで、起動される、
　先に述べたように、伝送は、個別の選択されたサーキット・ブレーカのリレーへの別個
のセッションの中、及び複数のセッションの中のいずれかにより、行われることが可能で
あり、後者の場合には、各保護デバイスに、個別に選択された特定のパラメータを割り当
てる可能性を有した状態で、複数の選択されたリレーがプログラムされるように行われる
。後者の機能は、絶対的な技術的新規性を示すものであり、新たな発展の無限のシリーズ
を切り開くものである。
【００３６】
　これらの可能性のある発展形態の内の第一のものは、異なる時間に、リレーの検出及び
プログラミングを実施する可能性に関係しており、それによって、オペレータが離れ、い
つでもまたはどこでも、また、補助ツール（例えば、コンピュータ、または電気的なキャ
ビネットとは別のエリアの中に存在するに電気的システムのダイアグラムなど）の助けに
より、較正データをセットすることを可能にする。
【００３７】
　以下において説明するもう一つの発展形態は、検出を実施する可能性に関係しており、
例えば、携帯電話を介して得られたデータを、プログラミング・ステイションに伝送し、
後者から較正データを得て、最終的に、一つまたはそれ以上のセッションの中で、リレー
のプログラミングを実施する。
【００３８】
　実務的な観点から、本発明に基づくデバイスを使用するとき、プログラミングを、以下
に述べるように実施することができる。既に知られているように、ブルートゥース（登録
商標）は、典型的に、二つのタイプのポート（即ち、マスター及びスレーブ）を使用する
。マスター・ポートは、リモート・インタフェースのために使用され；スレーブ・ポート
は、ローカル・インタフェースのために使用される。典型的には、セッションの中で、マ
スター・ポートと少なくとも一つのスレーブ・ポートの間での通信はあるが、スレーブ・
ポートの間での通信はない。
【００３９】
　好ましい実施形態によれば、専用のコンピュータライズド・デバイスは、例えば、ソフ
トウエアを有するパームトップ・コンピュータにより構成され、このソフトウエアは、無
線を介して、スレーブ・ポートの存在の調査、及び、領域の中に存在する各ブルートゥー
ス（登録商標）・インタフェースに対応するユニーク・コード及びカスタマイズド・コー
ドの検出を、可能にする。このカスタマイズド・コードは、通常、例えば、製造者の名前
、実施されるサービスのタイプその他のような基本的な情報を含んでいる。
【００４０】
　それに続いて、“トゥルー”の通信チャネルが開かれる。これは、第一の通信セッショ
ンであって、その中で、リレーの無線通信モジュール２が、順次、それぞれのリレーとの
間で通信を開始し、それから、専用のリモート・コンピュータライズド・デバイスへの、
更に都合良くプログラム可能な識別データ（例えば、ユーザーの正確な名前、サーキット
・ブレーカのタイプ、現在のインストレーション及び直近のメンテナンス・オペレーショ
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ンのデータなど）を、更なる情報と同様に、伝送することが可能になる。
【００４１】
　前記情報データ、現在のデータまたは統計的データのいずれであっても良く、それらは
、例えば、下記の要素のタイプ及び状態に対応するものであることが可能である：
　１）　その保護デバイス自身；
　２）　それに関係するサーキット・ブレーカ及び負荷；
　３）　吸収レベル；及び
　４）　診断機能；　
　専用のコンピュータライズド・デバイスの中に存在するソフトウエアは、この情報を系
統的にマッピングすることを可能にする。
【００４２】
　このポイントから、オペレータは、所望の設定を、いつでも、専用のコンピュータライ
ズド・デバイスへ入力することが可能である。先に説明したように、このオペレーション
は、パームトップその他の中に存在するソフトウエアを用いて、直ちに行うことができる
。その理由は、このステップにおいて、リレーが存在することは、必要でなく、そのステ
ップは、好都合にも、どこか他の場所で更なるコンピュータ手段を用いて行うことが可能
であり、そのコンピュータ手段は、次に、デジタル通信ポート（シリアル、パラレル、Ｕ
ＳＢ、ブルートゥース（登録商標）、ファイアウエア（firewire）、その他）を介して専
用のコンピュータライズド・デバイスとの間でダイアログを行う。
【００４３】
　後続のセッションは、リレーの近傍にある専用のコンピュータライズド・デバイスを再
ポジショニングすることにより開かれなければならないが、その中で、そのリレーに特有
なプログラミングが最終的に行われる。
【００４４】
　以上において、実際にどのようにして、本発明に基づくデバイスが、先に設定されたタ
スク並びに先に設定された目的を達成するかについて示された。以上のように考えされた
保護デバイスは、数多くの変更及び変形が可能であり、その全てが、この創意に富んだア
イデアの範囲内にある；それに加えて、全てのアイテムは、他の技術的に等価なものと置
き換えることが可能である。実際に、材料並びに寸法は、要求及び先行技術の状況に応じ
て、いかなるものであっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】図１は、携帯式のダイアログ及びリモート・プログラミングのための、自動的サ
ーキット・ブレーカ、対応する電子的保護デバイス、対応するローカル無線デジタル通信
インタフェース、及びデバイスの例を示す概略図である。
【図２】図２は、第一の可能性のある実施形態の概略図であって、電子的保護デバイスの
中に組み込まれたローカル・無線デジタル通信・インタフェースの例を示している。
【図３】図３は、第二の可能な実施形態に対応するものであって、電子的保護デバイス、
及び付属品として電子的保護デバイスの内側に接続された対応するローカル・無線デジタ
ル通信・インタフェースの概略図である。
【図４ａ】図４ａは、第三の可能な実施形態に対応するものであって、電子的保護デバイ
ス、及びリレーにデジタル通信ポートを介して外側から接続された対応するローカル・無
線デジタル通信・インタフェースの概略図である。
【図４ｂ】図４ｂは、第三の可能な実施形態に対応するものであって、電子的保護デバイ
ス、及びリレーにデジタル通信ポートを介して外側から接続された対応するローカル・無
線デジタル通信・インタフェースの概略図である。
【図５】図５は、上記の三つの実施形態のそれぞれに適用されるものであって、典型的な
ダイアログ・セッションの間の、リモート・プログラミング及びダイアログ・デバイスと
、複数のアセンブリの間の接続を強調する概略図であり、各アセンブリは、ローカル・無
線・インタフェースを備えた保護デバイス及び対応するサーキット・ブレーカによって構
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４ａ】
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